

















長 一期 研 究 計 画
1. 惑星間空間物理学と太陽系の起源の諸問題
イ)内 容
70年 2月の研究部員会議で上記研究新高 ｢太駿系の起源 と惑星間空間
物理｣がと りあげ られ, 6月に研究会を開 く予定に夜?てい る O 前回の部
員会議で説明した ように,この研究計画は ｢プライマリー若手将来計画 シ
ンポLyウム｣の中で生れたい くつかの研究 グル ープ,ワーキンググル ープ
の一つであるO この研究会は単に集ま って議論す るのではな く,すでに｢プ
ライマリーシンポtyクや｣で 議論された研 究の現状,問題点の整理め上に
立'って,新しい研究方向を見出して ゆ くことが必要である ? この意味で研
究会 をより有意義夜 も~のとする為に資料として レンポiyクムの報告集を準
備 したいので,印刷費を援助 していただ きたい ｡
ロ)世話人及び提案説明者
0
舞 原 像 憲 (京大 ･理) 島 村 匡 . (早大)
広 ′瀬 徹 ･(名大 ･理) 中 沢 清* (京大 ･理)
, 〔連絡先 内線 5141 中沢〕 提案説明者 (O印 or*印)
2.散乱理論を中心にした強い相互作用 ･
内 容 昭和 45年度 前期に基礎物理学研究所長期計画の テ ーマ として認 し
め,られた研 究計画であるが,極度の予算欠 乏のため再度後期に､提案をお願
い致 したい と思います 0
19､601年代は加速器の発達によ り強い相互作用領域に於ては数多 くの
? ??? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
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資 料
新 しい問層が提起されたo Reggepole 理論の復活, Bootstrap仮説
と対称性の理論にはじまるCurren･t代数とChira7dynamics 理論,
FiniteErergySumRu7e理論に続 くJ)uality理論管理論の相互関
連及び進歩はめま ぐるしいほどであったO 今までのこれ ら一連の研究テ ー
マを持 った歌舞計画は日本の素粒子 の餅究に大いに寄与してきたと確信 し
ているOこの ような終況下に於ては絶えず問題集理 と討議及び新しい問題








o細 田 昌 孝 (阪大 ･埋 ) 高 木 富士夫 (東北大 ･理)
徳 田 直 樹 (東大 ･理)
時 期 6月中旬. 11､月中旬
人 数 ～50人/ 1回









内 容 …弱･い相互作用の研究は,素粒子の もつ独自の階層の相互作用の構造
を解明すること`と共に,I:- ドロンと-レプ.トンを含めた普遍的な相互作用をら
通して,-L/プ トンか.らノ､ドロン迄つながる素粒子の統一的 ･全体的をスキ
ームを探る手がか りを得る上で重要であるOこの研究計画は 1966年 と
1する7年把行われたモレキュール型グループによるNon-1epton･ic相
互作用の研究に関連があり, 1969年の ｢素粒子の弱い相互作用｣の長
期研究計画に続 くものである O これらの研究を通じて,種々の理論の共通
の特質とその限界の究明が進展すると同時に,強い相互作用の補正を受け
た弱い鹿卑作用の示す新しい特賀 (強い相互作用の対称性の破れ方と弱い
相互作用の席造との類似性,Absence rule など)が浮 き彫 り`托されて
きたO 今年度 も昨年度にひきつづいて次の内等を,も､った長期研究計画を提＼
案したい,











世､話 人 ､ 小沼通二 ･戸田 東 ･中川昌美 ･′村山昭治
(連絡責任者,小沼 .提案説明者戸田)
研究会開催希望時期





研 尭 連 絡
約 20名+I(京都の人)
延べ 20名程度
短 期 研 .究 計 画
十 素粒子の時空記述
l提案理 由




1 時空的模型の提唱 : 剛体 ｡弾性体模型 ･非局所場模型 ･素領域
iトノ内部変数の換討 : ス ピノル変数 ･スピンの導入 ･Uf3J)tria]ity･∫
無限成分･
li 散乱坂巾との幽遠 : Regge 軌道.Veneziano振巾の園子化, 4I
次元量子化
これ らの成果に立って今回の研究会は次のことを白襟 として計画する∫｡
Ⅰ 模型の収束 : いろいろな模型の検討とその一本化をはかる
∬ 新要素の導入 : 高エネルギー物理学全体の進展の中で,新 らしい要
素をこの試みに入れる可能性庭坂討するO














































略的な討論の場の必要性が強調されて恒ることを附記 してお く. (若手夏の
学校の報告,素研 4 0 , Jra5)
ロ)提 案 者
大坪久夫,末包呂太,高田健次郎,森田正人,高木修二 玉垣艮三,*






1 1月頃 4日間 (7- 10月は個別的課題についての検討,準備の期間
とする. 研究会のや り方については,学会,研究部員会議等の機会にも相
談する ｡ ) .
ニ)参 加 者





研 究 計 画








a) 重力不安定 b) 熟不安定
4. 銀河の構造進化
a) 銀河系の構造 b) 銀河進化と準星
:5.＼銀河外空間における物質,転封,宇宙線,藤場
世 話 人･ 会 津 晃, 佐 藤 文 隆 (提案説明)
凍 ･研究会の開催時期 7月中旬及び 1月の2回 i-1


































世 話 人 / (説明者 o) ､
小 川 健 吾 (東大 ･理) ＼久 保 謙 一o (東大 ･核研)
永 田. 忍 (京大 ･理) 宇田川 猛 (京大 ･理)
2.多 重 発 生









世 話 人 野 田 二 男 (九大) 鍵 山 茂 徳 (九大)
提案説明者 門 田 虚 実 (京大)
開催場所及び時期 基研 11月中旬










Bosol と見なせると言 う騰象でとらえられるべ き`モあることが分って来た｡
その破れの構造も分析され始めているo hadronq)世界が q Ch.ira卜対称性
+ギスカラー中間子の南部 -Go7dstoneBosorl の存在 'で近似的VCとら
えることが出来ると言 う事は複合粒子模型の電場に立マて hadronの梼潜を
調べ ようとするとき,新たを,重要な手がか りと方法を我々に与えて くれる
もの と思われる (写スカラー南部 -Goldstone Boson が urbaryon-
antiurbaryon のmass7ess bound state として作 り出されているとI
言 う情報 と小さな破れがプローブとして)具体的には次のよもう香車を明 らか
にしたVIo
1) urbaryon の世界のもつ basic を対称性はSUt3)⑳ SU(3)かU(3)㊨
U(3)か, これはギスカラー中間子をOctet と考えるか, hTonet と考
えるか と言 うことと関係 しているO もLGc17-Man etalのようにそれウ
が SU(3)㊨ SU(3ほ らurbaryon閲の力として二体力以外に三体力のよ
うな ものを考えなくてはならない O これの意味するものは何か0
2) hadronの世界で近似的に成立っている, chiral対称性はギスカラー
J 中間子を南部 -Go7dstoneBoson と考えるべき事を要求しているO
南部は urbaryol-antiurharyonの bound stateとして,南部 -
Goldst｡neBoson を梅成することが出来 る事を示した 0 -万mass∫




4)この立場 とWeak interaction,E.M interaction との関係 O
参 加 者 小林 誠 (名大) 近藤弘樹 (佐賀大) 牧 二郎 (基研)
益川敏好 (京大) + a (* 報告者)
時期及び日数 10月頃 6日間 十 年が明けてか ら5日間
















ter ･Lb～5GevTlぁたりの領域をよく表現 した_ものと考えて よいこと
が,かな りはっきり′してきくたO (OBEの領域)
a) Z型グラフや,main traject･or,y一以外の resoムance (例えば
-d'aught唇 にあたももの)紘,まだそれほどわかっていない o
b)･叉 impactparamcterがそれより少さい領域で何が効 ( 'かは今后
の課題である｡
C) urbaryon line匠 unitaryヲpin だけで夜 くspinという属性
をもたした方がよいかど うか｡Meson-baryon散乱その他の現象論
的なチェックが必要であるo
a) urbaryoP 7eveTで統計 姓を考慮すると･ Iizuka'ru亘 をやぶ




e) 多重散乱の e.ffect･が表われるかどうか ｡






pp散乱などに表われる強い斥力の originはけ)のd) の effectで
説明されるのか, もっと新しい質のグラフ (Ⅹd)の effectが必要な
のか｡
一方 BB散乱では (Hdのグラフ)略々 2倍のbaryolmaSS 位の
hinding ener牢yをくって ordinarymesonが作 られ a'0億 い引力)
をもたねばならないO こわ oーrigin は何かo
dualjty を仮定す ると次のような図式で表わされる｡
｡rdinarym｡sonの交換 - exoti占m｡son を作る
い ross･ing re･alion 'W d (H位の力)




のように 5体の configuration の成分を含んでいて IC112の order
で ex｡tic resonance (例えばZ*)が生成されるとい う可能性につ
いて検討するO
つま りhadronの中でurbaryon pair が発生するわけだか ら,これ







- 5 7 8-
資 勅
机 5体の現象論をurbaryon lin早を用いて考える. この考えでは,メ
Cht?n･Peter早On などの分析と異な.る締巣を導 く,その差を追求する
ことによって, urbaryon lineの属性を明 らかにしてゆくO:
働 n体_のproduction amplitude の energyde～pendenceは t
channi7.終 rearrangeサ る数MR に舶係 して (±S)~2rnR
(γ:C叩 St) (但 し士は･fIかXによってちがう)として うま く説明さ
れるようにみえるが, これはMuJti-Reggeとは多少異なる結果 を与え
るO 現象 と比較 してさらにurbaryonrearrangementの一般的な性
質を明らかにしてゆ く. 1 以 上
参加予定者
小林庸浩 (束教大)･笠口陰茎 (九大) ､松岡武夫 (名大)
豊田文彦 (九大) 吉田俊博 (京大) 二宮勘輔 (名大)








格子上の原子が置 換 型 不 純 物 で お きかえられた模型で,電子状態あるいは
フォノン'･スペク ト ル を 調 べ る 研 究 が ,種 の々方法を使って進められているO
波動関数の局在 の 問 題 , エ ネ ル ギ ､一 帯 の す そ ( tai日ng)の問題,スペク
トルの敏細構造 の 問 題 と , ア カ デ ミ ッ ク な 意 味 で も 論 点 は のこ.Sれており,


















































































第 11回 :5､月 17日 ｢複雑な結晶構造をもつ遷移金属間合余の物性｣,
毛利信男氏 (北大理)
第 12回 :4月 2■2日 ｢氷と電子｣.,六轟二郎氏 (北大工 ･応物 )
第 15回 :5月1_5日 ｢金属Vanadiふn の異常温度付近の物件｣,
千葉利信氏 (北大理)
第 14回 :5月 27日 ｢イオン結晶中の不純物の振動状態に関する最近の
問題｣,塊江忠児氏 (東北大工 ･応物)
第 15回:7月8日 ｢磁気的頼転藤に伴覆 う輸送現象の異常｣
森 肇氏 (九大理 )
○講演会 ;於北大 一



















4月17日 末 同 値
24目 安孫子誠也
5月 8日 浅 野 太 郎
15日 ′間 太 謙 一
19日 松 田博 嗣
22日 ･永 井 克 彦
29日 三 沢 節夫
6月 5日 岩 本 文 明
12-B 確 井 恒丸
-19日 峯 蟻 章 郎
28日 一一丸 節夫
7月 5日 藤 原 邦 男
1･0日 柴 田 文 明
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T Possib.1eContribution from BulkLPhonons 一
〇 托.Mamada and F.Shibata.'･Mag.neticSusc､eptibility of
theWolfト Mo.r;it･yaModel.
oT.Izuyama:Genera一Theorems on Ferromagnetism andp
Ferr(1magnetic SpinWaves.
1
o F.Iwamoto:On theRamalトScattering in Lquid Hel･ium.
〔日大理工〕
o GroupTheoryofSuperfluidity. (A.i.So一omon)
o FadeMeti0d for thePh;lSe EqLIati｡nwithSinglHar
Potent･j(11S･ ､(W･M･':即 oet a王IdA･軋 Zimerman)







aOn aSign of an ImaginaryPartof,Quas･トPotential.
(P.N.･BQgOlub｡Ⅴ)I
oNuc一eus Forfnatilon in Ste一larMatter.
(I.Ne血eth andI).Kisdi)























Temperaturet)ependenceof the infraredDivergence ir°
the∫)egenerateFermiGas･ .
oToshio Soda.Katuro Sawada andTsuneoNagata




Breakdown of theMean Fie一dTheory ln the
ParaconductingRegion


















OnePartic一eGreerlFunctionI)efined for the s-d
BoundState II.








Characterizationof energyBands inMet(17s hy
tStattering Pha}seShifts.
oFumiaki lwamoto















Localiz三Ition ofNorma7Modesand EnergyTransport in
theDisorderedfiarmonicChain.
o∫)irtyLimit.紘.Makュ
NonlinearResponses inType H Sup-erconductors i.
oK.Kajimura andN.Mikoshiba
Fluctuations in theResistiveTransit/ion inA一uminum
Fi7ms I - PurityI)ependence.
oK.Kajimura andN.丸舶koshiba
F】uc,tuation in theResistiveTransi/tion inAluminum









Superconductivity in the 2-5TcRange･












編 集 後 記一
暑中,徹見舞申し上げます O 京都は, このところ 50数度の身 も走る暑さ
が続いてお ります o それに加えて,今夏は光化学スモ ッグ等公害 (もっとも,
q公害 "と言 う言葉は無茸任極ま りないものであり,むしろ 伽工害 ', q鉱
害 "或いは q交害 oとでも書くべ きでしょうが)により,益々住みにくい夏
になってお りますO
さて,昨年来の特集や懸賞論文 という企画に続いて,覚月号で発表 しまし
たように,特派員制度がで き,新たに誌面を賑して くれるもの と思いますが,
更に新らしい企画として,今号の編集会議で,学会に於ける"招待講演.に類
似した q招待論文 "とでもい うべき案が,･話題に怒 り,検討する事になりま
したO 主旨は,様 々な分野の主として若手研究者一に, q物性物理学の展 望廿
等,色々な問題について1,発言 (若手の謝礼が出るか もしれませ.A)しても
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会年 会 日程▲C)変更に伴い下記cjように変更 します.閉 じた会ではあ りません
a)で ,編集員以外o)方でも ,興味をおもち0)方は是非御 出鹿下さい.
～
1. 日 時 10月5日 (月) 午後 5時
1. 場 所 日本物艶学会年会 (於東京学芸大学)における In圭一ormal
Meetlng 0)会場 -(当日掲示が出ます)
物 性 研 究
第 14巻弟5号-
1970年8月20日発行
発行人 松 田 博 嗣
京都市左京区北白川追分町
京都大学蕗川記念飴内
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印刷所 昭 和 堂 印刷 所
京都市上京区上長者町室町商人
T且L鮎か1659 組)4789
発行所 物性研究刊行会
京都市左京区北白川追分町
京都大学湯川記念館内
-589-I-



